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七
二

1
．
は
じ
め
に

日
本
国
政
府
か
ら
の
対
外
援
助
に
は
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
ほ
か
に
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
を
介
し
た
融
資
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
援
助
に
は
、
政
府
の
一
般
会
計
な
ど
か
ら
提
供
さ
れ
る
資
金
の
ほ
か
に
、
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
（
以
下
で
は

外
為
特
会
と
す
る
）
か
ら
提
供
さ
れ
る
資
金
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
外
為
特
会
の
規
模
は
平
成
二
十
六
年
度
末
の
時
点
で
お
よ
そ

一
五
九
兆
円
と
な
っ
て
お
り
、
外
為
特
会
の
資
金
調
達
は
外
国
為
替
資
金
証
券
（
為
券
）
を
発
行
す
る
こ
と
で
、
原
則
と
し
て
市
場
か
ら

行
っ
て
い
る
。
金
融
市
場
で
の
、
外
為
特
会
に
よ
る
こ
の
資
金
調
達
は
、
日
本
銀
行
か
ら
金
融
緩
和
策
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
資
金
の
一

部
を
吸
収
し
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
他
の
経
済
主
体
が
資
金
調
達
を
す
る
機
会
を
奪
っ
て
い
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
外
為
特
会

の
資
金
調
達
に
は
為
券
の
利
払
費
の
他
に
、
こ
の
よ
う
な
形
で
機
会
費
用
が
生
じ
て
お
り
、
外
為
特
会
で
調
達
さ
れ
た
資
金
の
使
わ
れ
方

に
目
を
配
る
必
要
が
あ
る

（
1
）

。

外
為
特
会
で
は
調
達
し
た
円
資
金
を
使
っ
て
、
外
国
為
替
市
場
に
お
い
て
介
入
を
行
い
、
介
入
で
積
み
上
が
っ
た
外
貨
を
、
主
と
し
て

外
貨
証
券
の
購
入
に
充
て
て
き
た
が
、
積
み
上
が
っ
た
外
貨
の
一
部
は
対
外
援
助
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
外
為
特
会
資
産
利
用
方
法
の

一
つ
が
、
本
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
な
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
の
資
金
提
供
で
あ
る
。
外
貨
不
足
に
陥
っ
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
国
か
ら
Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
融
資
の
申

請
が
出
さ
れ
、
そ
の
申
請
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
る
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
融
資
が
行
わ
れ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
の
融
資
と
い
う
形
は

と
る
も
の
の
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
他
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
国
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
金
を
用
い
て
融
資
が
行
わ
れ
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
お
い
て
各
加
盟
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
資
割
当
額
（
ク
ォ
ー
タ
）
に
基
づ
い
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
し
て
意
思
決
定
を
す
る
た
め
の

投
票
力
を
有
し
て
い
る
。
外
貨
不
足
に
陥
っ
た
加
盟
国
か
ら
融
資
の
申
請
が
あ
る
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
各
加
盟
国
の
投
票
力
を
基
に
し
た

（
九
五
四
）
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Ｇ
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七
三

二
十
四
人
の
理
事
か
ら
構
成
さ
れ
る
理
事
会
に
よ
っ
て
、
融
資
の
可
否
や
規
模
等
を
決
定
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
融
資
に
使
わ
れ
る
資

金
は
、
ク
ォ
ー
タ
あ
る
い
は
投
票
力
の
応
分
で
、
各
加
盟
国
が
負
担
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
の
問
題
意
識
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
加
盟
国
、

な
か
で
も
ク
ォ
ー
タ
規
模
、
そ
し
て
投
票
力
で
上
位
五
カ
国
と
な
っ
て
い
た
Ｇ
5
の
国
々
（
ア
メ
リ
カ
・
日
本
・
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ

ン
ス
）
に
つ
い
て
、
口
は
出
す
（
投
票
力
に
基
づ
い
て
融
資
の
決
定
を
左
右
す
る
）
が
お
金
（
融
資
の
た
め
の
資
金
）
は
出
さ
な
い
と
い
う
状
況

に
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
の
検
証
を
行
う

（
2
）

。

本
稿
の
特
徴
は
、
Ｇ
5
各
国
か
ら
融
資
の
た
め
に
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
資
金
量
を
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
一
般
資
金
勘
定
に
お
け
る
Ｇ
5
各
国
の

資
金
ス
ト
ッ
ク
か
ら
算
出
し
、
こ
れ
ら
算
出
し
た
資
金
量
を
検
証
に
用
い
る
点
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、
Ｇ
5
各
国
か
ら
の
資
金
提
供
量
と

Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
加
盟
国
へ
の
融
資
額
と
の
相
関
を
見
る
。
そ
し
て
Ｇ
5
そ
れ
ぞ
れ
の
国
か
ら
融
資
の
た
め
に
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
資
金
量
と

ク
ォ
ー
タ
規
模
と
の
比
較
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
し
て
融
資
の
決
定
は
し
た
も
の
の
、
Ｇ
5
各
国
が
ク
ォ
ー
タ
規
模
に
見
合
っ

た
資
金
提
供
を
行
っ
て
き
た
の
か
を
検
証
す
る
。

2
．
国
際
通
貨
基
金
に
お
け
る
融
資
決
定
プ
ロ
セ
ス

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
意
思
決
定
最
高
機
関
は
、
各
加
盟
国
の
代
表
で
あ
る
総
務
か
ら
構
成
さ
れ
る
総
務
会
と
な
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
運
営
に
関
す
る
重

要
事
項
の
決
定
、
例
え
ば
新
規
加
盟
国
の
承
認
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
の
出
資
割
当
額
の
変
更
、
特
別
引
出
権
（
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
の
配
分
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定

改
正
等
は
、
総
務
会
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
総
務
会
で
の
投
票
権
は
、
一
国
一
票
方
式
で
は
な
く
、
各
加
盟
国
の
出
資
割
当
額

（
ク
ォ
ー
タ
）
が
基
に
な
っ
て
い
る
。
各
加
盟
国
の
投
票
権
数
は
、
各
国
一
律
の
基
本
票
に
加
え
て
、
各
国
の
ク
ォ
ー
タ
十
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
ご
と

（
九
五
五
）
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四

に
一
票
ず
つ
割
り
当
て
ら
れ
た
票
数
と
な
っ
て
い
る
。
総
務
会
決
定
事
項
の
う
ち
、
ク
ォ
ー
タ
の
変
更
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
配
分
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定

改
正
に
は
、
総
投
票
権
数
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
賛
成
が
必
要
と
さ
れ
る
。

こ
の
総
務
会
か
ら
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
業
務
運
営
に
関
す
る
権
限
の
委
任
を
受
け
て
、
権
限
を
行
使
す
る
の
が
理
事
会
で
あ
る
。
理
事
会
は
、
加

盟
国
に
対
す
る
融
資
の
承
認
、
加
盟
国
に
対
す
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
結
果
に
つ
い
て
の
議
論
等
を
行
っ
て
い
る

（
3
）

。
理
事
会
は
、

ク
ォ
ー
タ
上
位
五
カ
国
、
つ
ま
り
Ｇ
5
各
国
が
任
命
す
る
五
人
の
理
事
（
任
命
理
事
）
と
、
そ
の
他
の
加
盟
国
が
単
数
ま
た
は
複
数
で
選

出
母
体
を
作
り
、
そ
れ
ら
の
選
出
母
体
か
ら
選
出
さ
れ
る
十
九
人
の
理
事
（
選
任
理
事
）
の
、
合
計
二
十
四
人
の
理
事
か
ら
構
成
さ
れ
る

（
4
）

。

理
事
会
の
決
定
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
式
な
投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
各
理
事
の
理
事
会
に
お
け

る
投
票
権
数
は
、
任
命
理
事
の
場
合
が
Ｇ
5
各
国
の
投
票
権
数
と
同
じ
で
、
選
任
理
事
の
場
合
は
自
身
の
選
出
母
体
に
属
す
る
加
盟
国
が

持
つ
投
票
権
数
の
合
計
と
な
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
国
の
中
で
投
票
権
数
が
最
も
多
い
の
は
ア
メ
リ
カ
で
、
二
〇
一
五
年
七
月
時
点
で
全
体
の
一
六
・
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
た
。
総
務
会
決
定
事
項
の
中
で
も
重
要
決
定
事
項
に
は
、
総
投
票
権
数
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
賛
成
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
の
意
思
決
定
に
お
い
て
、
単
独
で
拒
否
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
、
投
票
権
数
の
多
い
国

は
日
本
、
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
同
数
で
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
が
続
き
、
こ
れ
ら
Ｇ
5
の
国
々
の
合
計
で
総
投
票
権
数
の
三
七
・
三
六
パ
ー

セ
ン
ト
（
二
〇
一
五
年
七
月
時
点
）
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
加
盟
国
に
対
す
る
融
資
の
承
認
や
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
結
果
に
つ
い
て

の
議
論
を
行
う
の
が
理
事
会
で
あ
り
、
意
思
決
定
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
投
票
が
行
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
Ｇ
5
の
国
々
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
は
、
理
事
会
の
決
定
を
左
右
す
る
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

加
盟
国
に
対
す
る
融
資
に
は
、
理
事
会
の
承
認
が
必
要
と
な
る
。
外
貨
不
足
に
陥
っ
た
加
盟
国
か
ら
Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
融
資
の
申
請
が
な
さ
れ

（
九
五
六
）
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七
五

る
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
職
員
が
当
該
加
盟
国
に
派
遣
さ
れ
、
融
資
に
つ
い
て
の
交
渉
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
融
資
の
基
本
合
意
が
な
さ
れ
る
と
、

理
事
会
に
お
い
て
そ
の
基
本
合
意
に
係
る
融
資
の
承
認
・
不
承
認
が
決
定
さ
れ
る
。

加
盟
国
へ
の
融
資
に
、
投
票
力
を
持
つ
国
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
分
類
す
る
と
、
融
資
の
承
認
に
与
え
る
影
響
、
融

資
額
に
与
え
る
影
響
、
融
資
条
件
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
が
存
在
す
る
。
融
資
の
承
認
に
与
え
る
影
響
力
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、

T
hacker

（1999

）、B
arro and L

ee

（2005

）、S
turm

, B
erger and H

ann

（2007

）
やP

op-E
leches

（2009

）
等
が
あ
る
。T

hacker

に
よ
る
研
究
で
は
、
投
票
力
を
持
つ
国
か
ら
の
政
治
的
圧
力
を
始
め
と
し
た
力
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
承
認
に
影
響
を
与
え
る
と
の
結
果
が
得

ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
国
連
総
会
（U

N
G
A

：U
nited N

ations G
eneral A

ssem
bly

）
の
議
題
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
が
重
要
案
件
と

し
て
い
る
議
題
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
と
賛
否
が
一
致
す
る
投
票
を
行
っ
た
加
盟
国
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
の
承
認
を
受
け
や
す
い
と
い
う
結

果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

融
資
額
に
与
え
る
影
響
力
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、Oatley and Y

ackee

（2004

）、Barro and L
ee

（2005

）、Pop-E
leches

（2009

）

やC
opelovitch

（2010

）
等
が
あ
る
。O

atley and Y
ackee

で
は
ア
メ
リ
カ
の
商
業
銀
行
が
多
額
の
債
権
を
保
有
す
る
加
盟
国
へ
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
多
額
の
融
資
が
実
施
さ
れ
る
と
の
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。B

arro and L
ee

で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
欧
州
主
要
国
と
政
治

的
・
経
済
的
に
よ
り
繋
が
り
が
あ
る
加
盟
国
へ
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
額
が
よ
り
大
き
く
、
ま
た
融
資
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
と
の
結
果
が
得

ら
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
の
利
用
に
あ
た
り
加
盟
国
は
、
融
資
を
受
け
る
た
め
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
の
間
で
合
意
に
達
し
た
政
策
を
採
用
・
実
施
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。
こ
の
政
策
を
採
用
・
実
施
す
る
こ
と
、
も
し
く
は
政
策
を
実
施
し
た
達
成
結
果
が
融
資
条
件
（
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ

テ
ィ
）
と
な
る
。
加
盟
国
に
と
っ
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
資
金
提
供
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ

（
九
五
七
）
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七
六

テ
ィ
の
設
定
と
い
う
形
で
経
済
調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
の
間
で
合
意
す
る
こ
と
も
意
味
す
る
。
加
盟
国
に

は
、
融
資
を
受
け
な
が
ら
こ
の
経
済
調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
融
資
の
引
出
し
は
原
則
と

し
て
四
半
期
ご
と
に
分
割
し
て
行
わ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
各
回
の
引
出
し
の
際
に
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
遵
守
状
況
が

確
認
さ
れ
る
。

こ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
へ
の
影
響
に
対
す
る
研
究
に
は
、D

reher and Jensen

（2007

）
やC

opelovitch

（2010

）
が
あ
る
。

D
reher and Jensen

に
お
い
て
、
設
定
さ
れ
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
数
は
、
国
連
総
会
に
お
け
る
投
票
行
動
に
依
存
す
る
、
つ

ま
り
ア
メ
リ
カ
や
他
の
Ｇ
7
諸
国
と
賛
否
が
一
致
す
る
投
票
を
行
っ
た
加
盟
国
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
で
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
数
が
よ

り
少
な
く
な
る
、
と
の
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。C

opelovitch

で
は
、
理
事
会
の
決
定
を
集
団
と
な
っ
て
左
右
す
る
Ｇ
5
の
、
国
々
の

間
で
の
選
好
の
違
い
に
よ
っ
て
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
数
が
決
ま
る
と
の
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

3
．
実
証
分
析

Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
で
は
、
加
盟
国
の
提
供
す
る
資
金
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
一
般
資
金
勘
定
（G

R
A
: G

eneral R
esources A

ccount

）
を
通
じ
て
、

融
資
対
象
国
に
貸
し
出
さ
れ
る

（
5
）

。
融
資
は
、
具
体
的
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
一
般
資
金
勘
定
に
あ
る
、
融
資
対
象
国
通
貨
と
他
の
加
盟
国
通
貨

と
を
交
換
す
る
形
で
行
わ
れ
る
。
融
資
対
象
国
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
一
般
資
金
勘
定
か
ら
融
資
資
金
を
引
き
出
す
際
、
自
国
通
貨
を
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
一

般
資
金
勘
定
に
払
い
込
み
、
こ
れ
を
対
価
と
し
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
一
般
資
金
勘
定
か
ら
他
の
加
盟
国
通
貨
を
買
い
入
れ
る
。
そ
し
て
返
済
の
際

に
は
、
買
い
入
れ
た
他
加
盟
国
通
貨
を
使
っ
て
、
払
い
込
ん
だ
自
国
通
貨
を
買
い
戻
す
。

（
九
五
八
）
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融
資
対
象
国
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
一
般
資
金
勘
定
か
ら
買
い
入
れ
る
外
貨
の
種
類
を
指
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
融
資

対
象
国
自
身
が
ど
の
加
盟
国
か
ら
資
金
提
供
を
受
け
る
の
か
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
融
資
対
象
国
が
買
い
入
れ
る
外
貨
の
種
類
を

選
定
す
る
の
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
な
る

（
6
）

。

融
資
対
象
国
に
よ
る
外
貨
引
出
し
の
際
、一
般
資
金
勘
定
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
通
貨
の
種
類
、
つ
ま
り
資
金
提
供
を
行
う
国
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

の
理
事
会
が
選
定
す
る

（
7
）

。
引
き
出
さ
れ
る
通
貨
に
選
定
さ
れ
た
通
貨
の
発
行
国
は
、
融
資
対
象
国
の
要
請
を
受
け
た
場
合
、
引
き
出
さ
れ

た
自
国
通
貨
と
自
由
利
用
可
能
通
貨
と
の
交
換
に
応
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い

（
8
）

。
自
由
利
用
可
能
通
貨
は
、
国
際
取
引
上
の
支
払
を
行
う
た

め
に
広
範
に
使
用
さ
れ
、
か
つ
主
要
な
為
替
市
場
に
お
い
て
広
範
に
取
引
さ
れ
て
い
る
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
認
め
て
い
る
通
貨
を
指
す

（
9
）

。
自
由

利
用
可
能
通
貨
は
、
米
ド
ル
、
ユ
ー
ロ
、
日
本
円
、
英
ポ
ン
ド
の
四
通
貨
と
な
っ
て
い
た

（
10
）

。

こ
こ
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
一
般
資
金
勘
定
を
通
じ
た
、
加
盟
国
に
よ
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
出
資
金
の
払
い
込
み
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
と
の
関
係
に
つ
い
て
整
理

し
て
お
く
。
加
盟
国
は
加
盟
に
あ
た
り
、
出
資
割
当
額
（
ク
ォ
ー
タ
）
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
自
国
通
貨
で
、
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を

Ｓ
Ｄ
Ｒ
ま
た
は
外
貨
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
一
般
資
金
勘
定
に
払
い
込
む

（
11
）

。
こ
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
部
分
を
リ
ザ
ー
ブ
・
ト
ラ
ン
シ
ュ
と
言

い
、
加
盟
国
は
こ
の
部
分
の
外
貨
を
、
自
国
通
貨
を
払
い
込
む
代
わ
り
に
、
い
つ
で
も
無
条
件
に
引
き
出
せ
る
。
加
盟
国
が
外
貨
を
引
き

出
す
と
一
般
資
金
勘
定
に
お
け
る
当
該
加
盟
国
通
貨
の
残
高
は
増
加
し
、
引
き
出
さ
れ
た
外
貨
の
残
高
は
減
少
す
る
と
い
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
無
条
件
で
の
、
リ
ザ
ー
ブ
・
ト
ラ
ン
シ
ュ
相
当
分
の
外
貨
の
引
出
し
は
、
一
般
資
金
勘
定
に
お
い
て
当
該
加
盟
国
通

貨
残
高
が
ク
ォ
ー
タ
に
一
致
す
る
ま
で
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

リ
ザ
ー
ブ
・
ト
ラ
ン
シ
ュ
相
当
分
を
超
え
る
引
出
し
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ト
ラ
ン
シ
ュ
の
引
出
し
と
呼
ば
れ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ト
ラ

ン
シ
ュ
の
引
出
し
の
う
ち
、
ク
ォ
ー
タ
相
当
分
の
最
初
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
部
分
は
、
高
次
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ト
ラ
ン
シ
ュ
と
呼

（
九
五
九
）
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ば
れ
、
そ
の
引
出
し
に
は
前
述
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
が
課
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
と
は
、
こ
の
高
次
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ト
ラ
ン
シ
ュ

の
引
出
し
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
出
資
金
払
い
込
み
の
仕
組
み
を
も
と
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
一
般
資
金
勘
定
内
の
各
加
盟
国
単
位
の
勘
定
を

見
る
と
、
ク
ォ
ー
タ
を
超
え
た
加
盟
国
通
貨
残
高
が
、
当
該
加
盟
国
へ
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
残
高
を
表
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。

リ
ザ
ー
ブ
・
ト
ラ
ン
シ
ュ
分
を
除
い
た
、
ク
ォ
ー
タ
の
残
り
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
分
は
、
各
加
盟
国
が
自
国
通
貨
で
払
い
込
み
を
す
る
。

加
盟
国
は
、
加
盟
国
自
身
が
発
行
す
る
通
貨
に
代
わ
る
証
書
（
日
本
の
場
合
は
基
金
通
貨
代
用
証
券
）
に
よ
っ
て
、
払
い
込
み
を
す
る
こ
と

が
で
き
る

（
12
）

。
こ
の
証
書
に
よ
る
払
込
分
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
償
還
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
加
盟
国
は
そ
の
請
求
に
応
じ
て
証
書
を
償

還
し
、
自
国
通
貨
の
現
金
を
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
対
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
当
該
通
貨
の
現
金
に
余
裕
が
生
じ

る
と
、
加
盟
国
は
再
び
証
書
を
発
行
し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
自
国
通
貨
の
現
金
を
回
収
す
る

（
13
）

。

こ
こ
で
一
例
と
し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
一
般
資
金
勘
定
内
の
日
本
の
勘
定
（
二
〇
一
六
年
九
月
末
時
点
）
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
日
本
の
ク
ォ
ー

タ
は
三
〇
八
億
二
、〇
五
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
で
、
う
ち
八
八
・
〇
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
二
七
一
億
三
、八
六
一
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
自
国
通
貨
（
円
）

で
、
一
一
・
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
三
六
億
八
、二
五
二
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
リ
ザ
ー
ブ
・
ト
ラ
ン
シ
ュ
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
自
国
通
貨
（
円
）
の
部
分
は
、
証
書
（
基
金
通
貨
代
用
証
券
）
部
分
が
三
〇
三
億
三
、七
九
三
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
で
、
現
金
部
分
が
七
、七
七
五
万

Ｓ
Ｄ
Ｒ
と
な
っ
て
い
る

（
14
）

。

一
般
資
金
勘
定
で
、
ク
ォ
ー
タ
に
対
す
る
自
国
通
貨
（
円
）
の
比
率
が
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
日
本
は

自
国
通
貨
（
円
）
を
払
い
込
む
代
わ
り
に
、
外
貨
を
引
き
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、
日
本
が
外
貨
を
利
用

す
る
た
め
に
引
き
出
し
た
と
見
る
だ
け
で
な
く
、
一
つ
に
は
、
他
の
加
盟
国
が
円
を
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
る
と
見
る
こ
と
も

で
き
る
。
他
の
加
盟
国
か
ら
円
の
引
出
し
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
の
証
書
の
償
還
請
求
を
通
じ
て
、
円
現
金
を
提
供
す
る
準

（
九
六
〇
）
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備
が
十
二
分
に
で
き
て
い
る
状
況
を
作
り
出
す
た
め
に
、
あ
え
て
外
貨
を
買
い
入
れ
る
こ
と
で
、
一
般
資
金
勘
定
内
の
証
書
残
高
を
増
や

し
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
る
。

日
本
の
よ
う
に
、
自
国
通
貨
が
自
由
利
用
可
能
通
貨
で
あ
る
加
盟
国
の
事
情
は
、
自
国
通
貨
が
自
由
利
用
可
能
通
貨
で
な
い
加
盟
国
の

事
情
と
異
な
る
。
自
国
通
貨
が
自
由
利
用
可
能
通
貨
で
な
い
加
盟
国
の
場
合
、
他
の
加
盟
国
に
よ
っ
て
自
国
通
貨
が
引
き
出
さ
れ
る
と
、

通
貨
が
引
き
出
さ
れ
た
加
盟
国
は
、
そ
の
引
き
出
さ
れ
た
自
国
通
貨
の
、
自
由
利
用
可
能
通
貨
へ
の
交
換
に
応
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
国
通
貨
を
引
き
出
さ
れ
る
加
盟
国
は
、
自
国
通
貨
以
外
の
自
由
利
用
可
能
通
貨
を
準
備
し
て
お
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
自
国
通
貨
が
自
由
利
用
可
能
通
貨
で
あ
る
加
盟
国
は
、
自
由
利
用
可
能
通
貨
で
あ
る
自
国
通
貨
を
準
備
し
て

お
け
ば
よ
い
。

ま
た
基
金
通
貨
代
用
証
券
は
無
利
子
で
発
行
さ
れ
る
。
無
利
子
で
発
行
さ
れ
る
証
券
で
あ
る
た
め
、
日
本
の
よ
う
に
証
券
を
発
行
す
る

こ
と
で
、
他
加
盟
国
の
通
貨
を
買
い
入
れ
て
保
有
し
て
も
、
保
有
す
る
費
用
は
か
か
ら
な
い
。
他
方
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
一
般
資
金
勘
定
で
は
、

同
勘
定
内
の
自
国
通
貨
残
高
が
一
定
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
国
に
は
、
言
い
換
え
れ
ば
他
の
加
盟
国
に
自
国
通
貨
を
提
供
し
て
い
る
国
に

は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
金
利
を
基
に
し
た
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
加
盟
国
が
一
般
資
金
勘
定
か
ら
円
を
引
き
出
し
て

く
れ
れ
ば
、
つ
ま
り
、
日
本
の
場
合
は
外
為
特
会
に
お
い
て
、
現
状
で
は
非
常
に
低
い
利
回
り
と
な
っ
て
い
る
為
券
の
発
行
に
よ
っ
て
調

達
さ
れ
た
円
を
、
他
の
加
盟
国
に
提
供
す
れ
ば
、
為
券
利
払
い
を
上
回
る
報
酬
を
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
状
況
に

あ
る
。

一
般
資
金
勘
定
に
あ
る
、
各
加
盟
国
の
自
国
通
貨
残
高
デ
ー
タ
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
得
ら
れ
る
。
自
国
通
貨
残
高
の
階

差
を
取
っ
た
時
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
に
お
い
て
融
資
資
金
の
提
供
側
か
ら
見
れ
ば
、
自
国
通
貨
残
高
の
減
少
は
融
資
資
金
の
提
供
額
に
あ
た
り
、

（
九
六
一
）
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〇

残
高
の
増
加
は
融
資
資
金
の
返
済
額
、
あ
る
い
は
い
ざ
と
い
う
時
に
提
供
で
き
る
資
金
の
積
み
増
し
に
あ
た
る
。
反
対
に
借
入
側
か
ら
見

れ
ば
、
自
国
通
貨
残
高
の
増
加
は
資
金
借
入
額
に
あ
た
り
、
残
高
の
減
少
は
借
入
資
金
返
済
額
に
あ
た
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら

Ｉ
Ｍ
Ｆ
一
般
資
金
勘
定
内
の
加
盟
国
通
貨
残
高
の
階
差
を
使
っ
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
に
際
し
て
の
各
加
盟
国
の
資
金
提
供
量
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資

額
と
の
相
関
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
投
票
力
に
見
合
っ
た
資
金
提
供
を
行
っ
て
い
た
か
を
、
Ｇ
5
各
国
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。

一
般
資
金
勘
定
内
の
各
加
盟
国
通
貨
残
高
の
階
差
を
使
い
、
融
資
資
金
提
供
額
を
見
る
に
あ
た
っ
て
、
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

が
、
増
資
に
よ
る
加
盟
国
通
貨
残
高
の
増
加
で
あ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
は
定
期
的
に
、
か
つ
状
況
に
応
じ
て
、
ク
ォ
ー
タ
の
見
直
し
が
実
施
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
加
盟
国
に
よ
っ
て
は
増
資
に
応
ず
る
こ
と
と
な
る
。
増
資
が
行
わ
れ
る
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
一
般
資
金
勘
定
に
お
け
る
加
盟
国

通
貨
残
高
も
増
加
す
る
た
め
、
加
盟
国
通
貨
残
高
を
使
っ
て
融
資
資
金
提
供
額
を
見
る
場
合
、
加
盟
国
通
貨
残
高
の
増
加
分
か
ら
、
増
資

に
よ
る
増
加
分
を
除
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
資
金
に
は
、
ク
ォ
ー
タ
か
ら
算
出
さ
れ
る
出
資
金
を
基
に
、
加
盟
国
か
ら
提
供
さ
れ
る
資
金
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

と
加
盟
国
と
の
取
極
め
に
よ
り
、
状
況
に
応
じ
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
一
般
資
金
勘
定
を
通
じ
て
加
盟
国
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
が
加
わ
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
こ
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
へ
の
各
加
盟
国
か
ら
の
資
金
提
供
量
を
見
る
場
合
、
こ
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
各
加
盟
国
か
ら
の
借
入
資
金
を
加
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
借
入
資
金
の
デ
ー
タ
も
ま
た
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
へ
の
、
各
加
盟
国
か
ら
の
資
金
提
供
量
デ
ー
タ
作
成
方
法
は
次
の
と
お
り
に
な
る
。
ま
ず
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
一
般
資
金

勘
定
に
お
け
る
、
各
期
末
時
点
に
お
け
る
加
盟
国
通
貨
残
高
の
階
差
を
取
り
、
各
期
間
中
の
加
盟
国
通
貨
の
増
加
額
を
出
す
。
次
に
、
増

資
が
行
わ
れ
た
場
合
、
増
資
額
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
分
を
、
加
盟
国
通
貨
の
増
加
額
か
ら
差
し
引
く
。
そ
し
て
、
加
盟
国
通
貨
の
減
少
額

が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
の
資
金
提
供
量
で
あ
る
か
ら
、
加
盟
国
通
貨
増
加
額
の
符
号
を
反
転
さ
せ
た
も
の
が
、
ク
ォ
ー
タ
か
ら
算
出
さ
れ
る
出
資
金

（
九
六
二
）
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表 1　G 5 各国の資金提供量（100万 SDR）およびシェア（パーセント）

年 アメリカ 日本 ドイツ イギリス フランス 年間純
融資額

金額 シェア 金額 シェア 金額 シェア 金額 シェア 金額 シェア

2015 -3691 25.4 -1580 10.9 -895 6.2 -661 4.5 -717 4.9 -14,530

2014 -2610 17.6 -944 6.4 -1782 12.0 -1491 10.0 -1166 7.8 -14,858

2013 -2259 36.8 310 -5.0 -396 6.4 -577 9.4 -344 5.6 -6,143

2012 2633 95.2 -2302 -83.2 623 22.5 268 9.7 440 15.9 2,765

2011 10238 32.3 2102 6.6 2496 7.9 2322 7.3 2094 6.6 31,657

2010 849 4.6 4059 22.1 1521 8.3 1050 5.7 638 3.5 18,399

2009 2274 11.5 1025 5.2 938 4.8 600 3.0 868 4.4 19,706

2008 2302 20.1 844 7.3 663 5.8 829 7.2 760 6.6 11,479

2007 -665 17.5 -403 10.6 -418 11.0 -243 6.4 -229 6.0 -3,786

2006 -2273 12.2 -728 3.9 -1135 6.1 -688 3.7 -1072 5.8 -18,610

2005 -6961 25.8 -2358 8.8 -1983 7.4 -1935 7.2 -1439 5.3 -26,942

2004 -2574 26.6 -833 8.6 -733 7.6 -694 7.2 -789 8.2 -9,658

2003 -1009 -70.5 -94 -6.6 227 15.9 -309 -21.6 -8 -0.6 1,431

2002 1946 19.2 1279 12.6 229 2.3 546 5.4 356 3.5 10,124

2001 2840 27.1 -13 -0.1 505 4.8 732 7.0 423 4.0 10,487

2000 -1712 21.2 -742 9.2 -486 6.0 -559 6.9 -479 5.9 -8,071

1999 -5707 60.8 -2799 29.8 -1683 17.9 286 -3.0 339 -3.6 -9,389

1998 2749 19.8 -473 -3.4 761 5.5 531 3.8 661 4.8 13,892

1997 2661 25.5 2138 20.5 604 5.8 509 4.9 245 2.3 10,432

1996 879 443.3 328 165.2 298 150.1 60 30.0 21 10.5 198

1995 1613 15.6 1313 12.7 744 7.2 264 2.6 227 2.2 10,317

1994 -341 -82.3 -31 -7.4 -116 -28.0 12 2.8 -55 -13.3 415

1993 30 2.5 -270 -22.0 -206 -16.9 -109 -8.9 -123 -10.0 1,225

1992 -231 -39.3 -103 -17.6 -120 -20.4 -134 -22.9 -93 -15.9 587

1991 250 9.5 67 2.5 346 13.1 114 4.3 161 6.1 2,647

1990 -465 29.3 -211 13.3 -167 10.5 -67 4.2 -73 4.6 -1,583

1989 -207 8.5 261 -10.7 -171 7.0 7 -0.3 -124 5.1 -2,435

1988 -526 13.1 565 -14.1 -90 2.2 -14 0.4 -148 3.7 -4,002

1987 -1233 26.9 256 -5.6 -146 3.2 -368 8.0 -71 1.5 -4,583

1986 -961 51.6 52 -2.8 -22 1.2 -189 10.1 173 -9.3 -1,860

1985 -684 -265.0 -62 -24.1 -229 -88.8 -202 -78.3 -44 -17.0 258

（
九
六
三
）
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を
基
に
、
加
盟
国
か
ら
提
供
さ
れ
る
資
金
に
あ
た
る
。
そ
の
上
で
、
加
盟
国
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
の
取
極
め
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
貸
し
出
し
た
資

金
を
加
え
た
も
の
が
、
各
加
盟
国
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
へ
の
資
金
提
供
量
と
な
る
。
作
成
し
た
デ
ー
タ
の
値
を
挙
げ
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。

表
1
で
は
、
各
国
左
側
の
列
の
数
字
が
、
各
国
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
へ
の
年
間
で
の
資
金
提
供
量
（
一
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
単
位
）
を
、
純
額
で
表

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
表
の
一
番
右
側
の
列
の
数
字
が
、
年
間
で
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
純
融
資
額
（
融
資
額
か
ら
返
済
額
を
差
し
引
い
た
金
額
）
を
表
し

て
い
る
。
ま
た
、
各
国
右
側
の
列
の
数
字
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
純
融
資
額
に
占
め
る
各
国
資
金
提
供
量
の
割
合
（
パ
ー
セ
ン
ト
単
位
）
を
表
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
は
二
〇
一
一
年
の
一
年
間
に
一
般
資
金
勘
定
を
通
じ
て
、
純
額
で
一
〇
二
億
三
、八
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
資
金
提
供
を
行
っ

た
が
、
こ
れ
は
同
年
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
純
融
資
額
の
三
二
・
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
割
合
は
ア
メ
リ
カ
の
ク
ォ
ー
タ
比
率
（
ア

メ
リ
カ
の
出
資
額
が
加
盟
国
全
体
の
出
資
額
に
占
め
る
割
合
）
で
あ
る
一
七
・
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ
て
、
著
し
く
高
く
な
っ
て
い
る

（
15
）

。
他
の

Ｇ
5
諸
国
の
資
金
提
供
量
を
見
る
と
、
日
本
の
割
合
は
ク
ォ
ー
タ
比
率
の
六
・
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
ド
イ
ツ
（
ク
ォ
ー
タ
比

率
は
六
・
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
）・
フ
ラ
ン
ス
（
ク
ォ
ー
タ
比
率
は
四
・
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
）・
イ
ギ
リ
ス
（
ク
ォ
ー
タ
比
率
は
四
・
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
の

割
合
は
ク
ォ
ー
タ
比
率
よ
り
も
わ
ず
か
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
代
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
額
が
最
も
多
か
っ
た
年
は
一
九
九
八
年
で
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
通
貨
・
金
融
危
機
が
発
生
し
た
年
で
あ
る
、

前
年
の
一
九
九
七
年
に
一
六
一
億
一
、三
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
資
金
が
一
般
資
金
勘
定
か
ら
融
資
さ
れ
た
が
、
そ
の
融
資
先
の
内
訳
は
、
韓

国
へ
八
二
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
二
二
億
一
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
タ
イ
へ
一
八
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
三
億
五
、二
〇
〇
万

Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
へ
一
一
億
八
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
と
な
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
は
二
六
億
六
、一
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
こ
の
年
の

Ｉ
Ｍ
Ｆ
純
融
資
額
の
二
五
・
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
日
本
に
至
っ
て
は
二
一
億
三
、八
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
割
合
に
し
て
二
〇
・
五
〇
パ
ー
セ

ン
ト
分
を
提
供
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
Ｇ
5
に
含
ま
れ
る
二
つ
の
欧
州
諸
国
（
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
）
の
資
金
提
供
量
が
全
体
に
占
め
る
割

（
九
六
四
）
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合
は
、
い
ず
れ
も
ク
ォ
ー
タ
比
率
か
ら
求
め
ら
れ
る
割
合
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
。

そ
れ
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
額
の
最
も
多
か
っ
た
、
翌
年
の
一
九
九
八
年
に
な
る
と
、
日
本
に
は
純
額
で
四
億

七
、三
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
返
済
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
八
年
の
一
年
間
に
二
〇
五
億
八
、六
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
資

金
が
一
般
資
金
勘
定
か
ら
融
資
さ
れ
た
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
融
資
額
は
前
年
よ
り
も
少
な
く
な
っ
て
い
た

（
16
）

。

他
方
で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
の
融
資
額
は
三
八
億
六
、五
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
に
は
三
九
億

二
、六
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
融
資
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
資
金
提
供
額
は
全
体
の
一
九
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
二
〇
〇
八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
破
綻
に
端
を
発
し
た
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
の
ギ
リ
シ
ャ
で
の
政
権
交
代
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
国
家
財
政
の

粉
飾
決
算
が
明
る
み
に
出
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
欧
州
危
機
が
あ
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
一
三
四
億

二
、二
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
資
金
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
一
般
資
金
勘
定
か
ら
融
資
さ
れ
た
。
そ
の
内
訳
と
し
て
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
へ
の
四
二
億
一
、五
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
三
〇
億
五
、七
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
資
金
提
供
額
は
融
資
純
額
全
体
の
二
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
と

フ
ラ
ン
ス
の
資
金
提
供
額
に
占
め
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
ク
ォ
ー
タ

比
率
か
ら
求
め
ら
れ
る
割
合
よ
り
も
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
二
〇
〇
九
年
に
な
る
と
Ｇ
5
各
国
の
資
金

提
供
額
は
ク
ォ
ー
タ
比
率
か
ら
求
め
ら
れ
る
割
合
よ
り
も
、
い
ず
れ
も
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。
融
資
の
内
訳
は
、

ル
ー
マ
ニ
ア
へ
の
六
〇
億
八
、八
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
三
九
億
四
、三
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
ハ
ン
ガ

表 2　ＩＭＦ融資額と資金提供額との相関係数

期間 アメリカ 日本 ドイツ イギリス フランス

1985-2015年 0.902 0.725 0.944 0.924 0.932 

1985-2000年 0.877 0.586 0.849 0.695 0.631 

2000-2015年 0.913 0.778 0.966 0.958 0.975 

（
九
六
五
）
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四

リ
ー
へ
の
三
四
億
二
、二
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
等
と
な
っ
て
い
た
。

Ｇ
5
各
国
か
ら
の
資
金
提
供
量
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
純
融
資
額
と
の
相
関
係
数
を
表
2
に
挙
げ
た
。
一
九
八
五
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
全
期

間
に
お
け
る
各
国
の
相
関
係
数
は
、
日
本
を
除
い
て
〇
・
九
〇
を
上
回
っ
て
い
た
。
期
間
を
二
つ
に
分
け
た
、
前
半
の
一
九
八
五
年
か
ら

二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
期
間
で
は
、
日
本
の
相
関
係
数
は
最
も
低
い
値
（
〇
・
五
九
）
と
な
っ
て
い
る
。
表
1
に
よ
る
と
、
一
九
八
六
年
か
ら

一
九
九
〇
年
ま
で
の
五
年
間
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
純
融
資
額
は
マ
イ
ナ
ス
、
つ
ま
り
こ
の
五
年
間
で
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
返
済
額
が
融
資
額
を
上
回
っ
て

い
た
。
し
か
し
日
本
は
、
こ
の
う
ち
の
四
年
間
（
一
九
八
六
〜
一
九
八
九
年
）
に
も
資
金
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た

一
九
九
八
年
は
、
一
九
九
〇
年
代
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
額
の
最
も
多
か
っ
た
年
で
あ
る
が
、
日
本
に
つ
い
て
は
、
提
供
し
た
資
金
が
戻
っ
て
き

て
い
た
こ
と
も
読
み
取
れ
た
。
期
間
を
二
つ
に
分
け
た
後
半
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
期
間
で
は
、
欧
州
三
カ
国
の
相
関

係
数
は
一
に
近
い
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
相
関
係
数
と
日
本
の
相
関
係
数
も
ま
た
、
全
期
間
に
お
け
る
相

関
係
数
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

4
．
ま
と
め

本
稿
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
加
盟
国
、
な
か
で
も
ク
ォ
ー
タ
規
模
そ
し
て
ク
ォ
ー
タ
に
基
づ
く
投
票
力
で
上
位
五
カ
国
と
な
っ
て
い
た
Ｇ
5

各
国
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
の
決
定
を
左
右
す
る
投
票
力
と
融
資
の
た
め
に
提
供
す
る
資
金
量
と
の
関
係
を
見
た
。
本
稿
の
特
徴
は
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
加
盟
国
へ
の
融
資
の
た
め
に
、
Ｇ
5
各
国
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
一
般
資
金
勘
定
を
通
じ
て
提
供
す
る
資
金
量
の
デ
ー
タ
を
生
成
す
る

こ
と
か
ら
分
析
を
始
め
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
ら
生
成
し
た
資
金
提
供
量
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
本
稿
で
は
、
各
国
の
資
金
提
供
量
と

（
九
六
六
）
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Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
加
盟
国
へ
の
融
資
額
と
の
相
関
を
見
る
こ
と
、
そ
し
て
各
国
の
資
金
提
供
量
と
ク
ォ
ー
タ
規
模
と
の
比
較
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
国
が
そ
の
投
票
力
を
用
い
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
し
て
融
資
を
行
う
決
定
は
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ク
ォ
ー
タ
規
模
と
比
較
し
て
求
め

ら
れ
る
量
に
見
合
っ
た
資
金
提
供
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
検
証
し
た
。

検
証
の
結
果
、
検
証
期
間
全
体
（
一
九
八
五
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
）
で
の
各
国
の
資
金
提
供
量
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
額
と
の
相
関
係
数
は
、

日
本
を
除
い
て
〇
・
九
〇
を
上
回
っ
て
い
た
。
期
間
を
二
つ
に
分
け
た
後
半
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
期
間
で
は
、
欧
州

三
カ
国
の
相
関
係
数
は
一
に
近
い
値
を
示
し
て
お
り
、
資
金
提
供
量
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
額
の
動
き
が
ほ
ぼ
連
動
し
て
い
た
と
言
え
る
。
ま
た

こ
の
期
間
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
相
関
係
数
と
日
本
の
相
関
係
数
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
期
間
に
お
け
る
相
関
係
数
よ
り
も
高
く
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
Ｇ
5
各
国
の
資
金
提
供
量
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
融
資
額
に
占
め
る
割
合
で
見
る
と
、
ク
ォ
ー
タ
規
模
と
比
較
し
て
求
め
ら

れ
る
資
金
を
大
幅
に
上
回
っ
た
年
や
国
が
あ
っ
た
も
の
の
、
Ｇ
5
各
国
が
少
な
く
と
も
ク
ォ
ー
タ
規
模
か
ら
求
め
ら
れ
る
資
金
を
、
常
に

提
供
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
期
間
を
二
つ
に
分
け
た
前
半
、
一
九
八
五
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
期
間
に
は
、
一
九
九
七
年
に
ア

ジ
ア
通
貨
・
金
融
危
機
が
発
生
し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
ア
ジ
ア
諸
国
へ
大
規
模
な
融
資
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
大
規
模
融
資

が
行
わ
れ
た
際
、
と
り
わ
け
日
本
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
は
、
ク
ォ
ー
タ
規
模
と
比
較
し
て
求
め
ら
れ
る
量
を
超
え
た
資
金
提
供
を
行
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
は
求
め
ら
れ
る
量
を
下
回
る
水
準
で
の
資
金
提
供
し
か
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
お

り
、
投
票
力
と
資
金
提
供
量
と
の
乖
離
が
確
認
さ
れ
た
。

注（
1
） 

そ
し
て
外
為
特
会
で
調
達
さ
れ
た
資
金
の
使
途
は
、
所
得
分
配
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
で
は
所
得
分
配
の
問
題
に
つ
い
て

（
九
六
七
）
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六

扱
わ
な
い
。

（
2
） 

本
稿
の
検
証
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
に
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
行
な
っ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
の
ク
ォ
ー
タ
お
よ
び
統
治
の
改
革
に
よ
り
、
本
稿
が

公
表
さ
れ
る
時
に
は
、
ク
ォ
ー
タ
規
模
と
投
票
力
の
上
位
五
カ
国
に
は
一
部
変
更
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

（
3
） 
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
は
、
加
盟
国
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
・
分
析
、
そ
し
て
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
を
指
す
。

（
4
） 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
の
統
治
の
改
革
に
よ
り
、
本
稿
が
公
表
さ
れ
る
時
に
は
、
二
十
四
人
の
理
事
は
す
べ
て
選
任
理
事
と
な
る
。

（
5
） 

た
だ
し
こ
れ
は
通
常
融
資
の
場
合
で
あ
る
。
通
常
融
資
と
は
異
な
り
、
低
所
得
国
向
け
の
譲
許
的
融
資
は
、
一
般
資
金
勘
定
と
は
別
の

P
R
G
F
-E

S
F

信
託
基
金
（P

R
G
F
-E

S
F
 T

rust

）
か
ら
供
与
さ
れ
る
。

（
6
） 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
第
五
条
第
三
項
⒟
よ
り
。

（
7
） 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
は
四
半
期
に
一
度
、
こ
の
外
貨
引
出
し
、
つ
ま
り
資
金
提
供
の
要
請
に
応
じ
る
国
と
金
額
と
を
計
画
と
し
て
策
定
す
る
仕
組
み
で
あ

る
、
資
金
取
引
計
画
（F

T
P
: F

inancial T
ransactions P

lan

）
が
作
成
さ
れ
る
。

（
8
） 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
第
五
条
第
三
項
⒠
ⅱ
よ
り
。

（
9
） 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
第
三
〇
条
⒡
よ
り
。

（
10
） 

中
国
元
が
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
構
成
通
貨
に
加
わ
っ
た
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
三
〇
日
の
理
事
会
決
定
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
日
発
効
）
こ
と
に
伴
い
、

自
由
利
用
可
能
通
貨
に
中
国
元
が
加
わ
り
、
五
通
貨
と
な
っ
た
。

（
11
） 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
第
三
条
第
三
項
⒜
よ
り
。

（
12
） 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
第
三
条
第
四
項
よ
り
。

（
13
） 

日
本
の
場
合
、
基
金
通
貨
代
用
証
券
は
、
外
為
特
会
貸
借
対
照
表
負
債
の
部
に
存
在
す
る
。
そ
の
見
合
い
勘
定
は
、
資
産
の
部
に
あ
る

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
の
）
出
資
金
と
な
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
の
基
金
通
貨
代
用
証
券
償
還
請
求
に
対
し
て
、
外
為
特
会
は
同
証
券
を
償
還
す
る
こ
と
で
円
現
金

を
提
供
し
、
反
対
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
円
現
金
に
余
裕
が
生
じ
る
と
、
外
為
特
会
は
基
金
通
貨
代
用
証
券
を
再
度
発
行
し
、
円
現
金
を
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
回
収

す
る
。

（
14
） 

証
書
部
分
の
金
額
と
現
金
部
分
の
金
額
と
を
足
し
合
わ
せ
た
と
き
に
、
自
国
通
貨
（
円
）
の
金
額
を
超
え
て
し
ま
う
が
、
一
般
資
金
勘
定
に
は
、

（
九
六
八
）



国
際
通
貨
基
金
に
お
け
る
Ｇ
5
各
国
の
投
票
力
と
融
資
資
金
提
供
量
と
の
相
関
に
つ
い
て
（
横
溝
）

八
七

証
書
部
分
と
現
金
部
分
の
他
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
に
対
す
る
自
国
通
貨
の
評
価
を
調
整
す
る
部
分
が
存
在
す
る
。

（
15
） 

こ
こ
で
の
Ｇ
5
各
国
の
ク
ォ
ー
タ
比
率
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
時
点
の
も
の
を
用
い
て
い
る
。
各
国
の
投
票
力
は
、
投
票
権
数
に
基
本
票
が
含

ま
れ
る
も
の
の
、
各
国
の
ク
ォ
ー
タ
が
基
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
国
投
票
権
数
が
総
投
票
権
数
に
占
め
る
割
合
は
、
各
国
の
ク
ォ
ー
タ
比

率
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
で
比
較
に
は
ク
ォ
ー
タ
比
率
を
用
い
る
。

（
16
） 

内
訳
は
、
韓
国
へ
が
三
八
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
が
四
二
億
五
、四
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
が
一
一
億
一
、四
〇
〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、

タ
イ
へ
が
五
億
Ｓ
Ｄ
Ｒ
で
あ
っ
た
。
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